















 本研究は 3 年計画である。 
（１）2019 年度：思春期の仲間関係の課題や介入法についての調査を行う。具体的には、①ペア
レント・トレーニングを修了したあとのフォローアップグループ（思春期グループ）であげられ
る思春期の課題についてまとめる、②UCLA で開発された PEERS プログラムの研修を受け、開
発者である Laugeson 博士および他の研究者とわが国での実践可能性を検討する。 
（２）2020 年度：PEERS プログラムの実施（トライアル） 




対人応答尺度（Social Responsive Scale）、自閉症特性を測る ASQ（Autism Spectrum Quatient）、














（心理社会学部 臨床心理学科 准教授） 

















 2019 年度は 1 回目 4 月 27 日（参加者 7 名、該当児 7 名）、2 回目 7 月 27 日（参加者 15 名、該
当児 17名）、3回目 9月 14日（参加者 4名、該当児 4名）、4回目 12月 14日（参加者 9名、該当
児 10 名）、5 回目 2 月 22 日（参加者 6 名、該当児 6 名）の計 5 回の開催、延べ人数 41 名（同胞
も発達障害の診断ありできょうだいのことで参加している場合もあるため、該当児は 44名）が参
加した。 














小4以下 小5・小6 中学生 高校生 計


















2019 年 10 月～12 月の 3 ヵ月間、PEERS クリニックのある UCLA に滞在し、3 日間の研修
（PEERS for young adult）、毎週の PEERS のセッション（PEERS for adolescents／PEERS for 
young adults）に陪席し、実際のグループの運営と進行について学ぶことができた。 
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